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特別記事

特
別
記
事

藤
田
弘
道
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
藤
田
弘
道
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
は
、
『
新
律
綱

領
・
改
定
律
例
編
纂
史
』
と
題
す
る
一
冊
の
著
作
の
体
を
採
り
、

「
第
一
部
　
本
編
」
お
よ
び
「
第
二
部
　
史
料
編
」
か
ら
な
る
。
主

た
る
審
査
対
象
と
な
る
第
一
部
は
以
下
の
各
章
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

第第第第
四三二一カ　 ホ　 カ　 も
一早早早早

第
五
章

第
六
章

付
　
章

新
律
綱
領
編
纂
考

新
律
綱
領
草
案
考

新
律
綱
領
の
編
纂
と
通
行
印
鑑
遺
失
条
例
の
制
定

足
柄
裁
判
所
旧
蔵
『
新
律
条
例
』
考
ー
改
定
律
例

の
草
案
と
覚
し
き
文
書
に
つ
い
て
1

改
定
律
例
編
纂
者
考

『
公
文
録
』
所
載
「
新
律
条
例
」
考
－
改
定
律
例

の
再
校
草
案
と
覚
し
き
文
書
に
つ
い
て
ー

府
県
裁
判
所
設
置
の
一
酌
ー
足
柄
裁
判
所
の
場
合

　
上
掲
各
章
の
論
考
は
、
い
ず
れ
も
す
で
に
雑
誌
お
よ
び
単
行
書
に

発
表
さ
れ
た
も
の
を
母
体
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
本
報
告
書
で

は
、
ま
ず
全
七
章
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
第
一
章
「
新
律
綱
領
編
纂
考
」
は
、
明
治
三
年
一
二
月
末
に
頒
布

さ
れ
た
、
維
新
後
最
初
の
全
国
統
一
刑
法
典
で
あ
る
「
新
律
綱
領
」

（
以
後
本
報
告
書
で
は
「
綱
領
」
と
も
略
称
す
る
）
の
編
纂
過
程
に

つ
い
て
ま
と
め
た
論
考
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
、
当
初
に
お
い
て
、

刑
事
事
件
の
処
断
に
対
す
る
各
地
か
ら
の
伺
に
応
ず
る
た
め
に
、
さ

し
あ
た
っ
て
の
刑
事
裁
判
準
則
と
し
て
、
公
布
を
目
的
と
せ
ず
に
定

め
ら
れ
た
「
仮
刑
律
」
な
る
法
典
を
有
し
て
い
た
が
、
新
律
綱
領
の

制
定
こ
そ
、
新
政
府
と
し
て
最
初
の
本
格
的
な
法
典
編
纂
事
業
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
、
該
法
典
の
編
纂
経
緯
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

単
に
明
治
初
期
の
法
形
成
の
実
状
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
に
止
ま
ら

ず
、
法
的
な
側
面
に
お
け
る
わ
が
国
の
近
代
化
が
い
か
に
進
め
ら
れ

て
い
っ
た
か
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
新
律

綱
領
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
も
先
学
に
よ
り
い
く
つ
か
の
研
究
成

果
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
と
編
纂
を
め
ぐ
る
研
究
と
し

て
質
の
高
い
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
手
塚
豊
博
士
で
あ
り
、
そ
の
論

考
「
新
律
綱
領
編
纂
関
係
者
考
」
に
よ
り
、
本
題
材
に
係
わ
る
考
察

の
第
一
歩
が
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
な
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か
で
藤
田
君
は
、
研
究
者
と
し
て
手
塚
博
士
の
直
接
の
警
咳
に
接
し

つ
つ
、
後
継
的
研
究
に
従
事
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
第
一

章
で
は
、
綱
領
編
纂
に
関
し
同
君
が
す
で
に
世
に
問
う
た
四
編
の
論

考
を
一
つ
に
ま
と
め
、
法
典
編
纂
の
準
備
段
階
よ
り
草
案
起
草
、
草

案
審
査
を
経
て
成
稿
す
る
ま
で
の
経
緯
、
さ
ら
に
は
、
編
纂
に
た
ず

さ
わ
っ
た
者
へ
の
恩
賞
下
賜
や
法
典
頒
布
後
の
全
国
に
お
け
る
施
行

状
況
が
述
べ
ら
れ
る
。
新
律
綱
領
制
定
前
後
の
事
情
を
可
能
な
限
り

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
本
章
の
意
図
は
、
丹
念
な
史
料
検
索
を
前

提
に
、
入
手
し
得
た
そ
れ
ら
史
料
を
適
所
に
配
し
個
々
の
歴
史
的
事

実
へ
の
手
堅
く
か
つ
き
め
細
か
い
な
立
証
の
蓄
積
を
通
じ
て
な
さ
れ

た
考
察
に
よ
り
、
ほ
ぼ
完
遂
さ
れ
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
な
お
特

に
付
言
す
れ
ば
、
他
章
の
論
考
に
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
が
、
直

接
・
間
接
の
緻
密
な
史
料
集
積
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
の
「
人
物
」
を

め
ぐ
る
藤
田
君
の
筆
致
は
、
単
な
る
平
板
な
描
写
を
超
え
現
実
感
を

も
っ
て
読
み
手
に
迫
る
も
の
と
い
え
、
そ
れ
が
同
君
の
展
開
す
る
歴

史
的
事
実
の
立
証
に
よ
り
厚
み
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
、
見
逃
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
同
君
は
、
「
論
功
行
賞
」
と
い
う
編
纂
経

緯
の
重
要
部
分
に
係
わ
る
記
述
の
な
か
で
、
編
纂
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
た
刑
部
大
判
事
水
本
成
美
が
、
洒
に
酔
っ
て
警
戒
中
の
警
察

官
と
も
め
ご
と
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
も
と
で
「
中
判
事
」
に
降
格
さ

れ
、
結
果
と
し
て
水
本
以
外
の
編
纂
関
係
者
の
論
功
行
賞
に
も
影
響

を
与
え
た
顛
末
に
言
及
す
る
が
、
水
本
の
履
歴
に
ま
で
せ
ま
り
恩
賞

遷
延
が
高
級
官
僚
の
失
態
に
依
る
と
い
う
具
体
的
状
況
を
示
す
こ
と

で
、
事
実
に
対
す
る
説
得
力
あ
る
立
証
が
な
さ
れ
て
い
る
当
該
箇
所

な
ど
は
、
そ
の
好
例
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
章
「
新
律
綱
領
草
案
考
」
は
、
新
律
綱
領
制
定
に
至
る
間
に

挙
げ
ら
れ
た
複
数
の
草
案
中
、
前
章
に
言
及
す
る
後
期
草
案
に
対
し
、

初
期
草
案
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
す
で
に
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

「
新
律
編
修
局
（
起
草
委
員
会
）
案
（
刑
部
省
審
査
会
議
提
出
案
）
」

以
外
の
草
案
の
存
否
に
つ
い
て
、
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

藤
田
君
は
、
綱
領
編
纂
当
時
刑
部
卿
の
任
に
あ
っ
た
正
親
町
三
条
実

愛
の
日
記
『
続
愚
林
記
』
の
明
治
二
年
九
月
三
〇
日
の
項
に
記
さ
れ

た
一
節
か
ら
説
き
起
こ
し
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
文
書
を
は
じ
め
と

し
多
岐
に
わ
た
る
原
史
料
を
分
析
・
検
討
、
さ
ら
に
先
学
の
業
績
に

依
拠
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
二
つ
の
綱
領
草

案
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
二
年
九
月
三
〇
日
ま
で

に
成
稿
の
「
新
律
編
修
局
初
案
（
原
案
）
」
と
、
翌
三
年
二
月
二
四

日
成
稿
の
「
新
律
編
修
局
再
訂
案
（
刑
部
省
審
査
会
議
再
提
出
案
）
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
当
該
二
草
案
の
現
物
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
今
日
、

両
者
の
存
在
そ
の
も
の
や
内
容
の
全
貌
を
、
実
際
に
面
前
に
提
示
し

て
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
藤
田
君
は
丹
念
に
史
料
を

積
み
重
ね
慎
重
な
考
証
を
試
み
る
こ
と
を
通
じ
、
見
事
に
所
期
の
目
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的
を
達
成
し
た
と
思
料
さ
れ
る
。

　
第
三
章
「
新
律
綱
領
の
編
纂
と
通
行
印
鑑
遺
失
条
例
の
制
定
」
は
、

明
治
三
年
一
二
月
に
新
律
綱
領
が
頒
布
さ
れ
た
後
、
最
初
に
制
定
を

み
た
綱
領
補
充
の
た
め
の
条
例
、
す
な
わ
ち
「
通
行
印
鑑
遺
失
条

例
」
を
と
り
あ
げ
、
該
条
例
が
完
成
さ
れ
る
間
の
い
き
さ
つ
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
論
考
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

右
に
い
う
条
例
は
、
東
京
遷
都
が
な
さ
れ
政
府
諸
機
関
が
当
地
に
移

転
し
て
以
来
、
治
安
維
持
上
官
署
の
「
御
門
」
を
通
行
す
る
者
に
、

い
わ
ゆ
る
「
通
行
証
」
が
下
付
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
通
行
証
紛
失

に
際
し
、
当
事
者
お
よ
び
監
督
者
に
い
か
な
る
処
罰
を
与
え
る
か
を

定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
章
で
の
考
察
に
つ
い
て
注
目
す

べ
き
は
、
条
例
制
定
の
経
緯
を
詳
ら
か
に
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
す
で

に
前
二
章
に
わ
た
り
考
証
す
る
綱
領
各
草
案
を
時
系
列
上
に
総
括
的

に
示
し
、
条
例
の
形
成
過
程
と
そ
れ
ら
草
案
の
完
成
時
期
を
対
比
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
用
い
て
き
た
編
纂
に
係
わ
る
直
接
史
料

と
は
別
種
の
、
い
わ
ば
間
接
史
料
を
通
し
て
の
、
綱
領
編
纂
に
関
す

る
再
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
表

裏
か
ら
の
入
念
な
考
証
が
、
歴
史
の
未
知
の
べ
ー
ル
を
取
り
去
る
近

道
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
先
学
が
実
証
す
る
と
こ
ろ
と
い

え
よ
う
。

　
第
四
章
「
足
柄
裁
判
所
旧
蔵
『
新
律
条
例
』
考
－
改
定
律
例
の

草
案
と
覚
し
き
文
書
に
つ
い
て
！
」
は
、
新
律
綱
領
に
次
い
で
、

明
治
六
年
六
月
二
二
日
太
政
官
第
二
〇
六
号
布
告
に
よ
り
公
布
さ
れ

た
「
改
定
律
例
」
（
以
後
本
報
告
書
で
は
「
律
例
」
と
も
略
称
す
る
）

の
編
纂
を
め
ぐ
る
論
考
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
掲
げ
る
新
律

綱
領
と
本
章
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
改
定
律
例
と
い
う
、
明
治
初
期
の

二
刑
法
典
の
関
係
が
、
今
日
に
い
う
旧
法
と
新
法
の
そ
れ
に
擬
し
て

理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
い
な
る
過
ち
で
あ
る
。
か
つ
て
手
塚
博
士

が
、
「
明
治
六
年
太
政
官
布
告
第
六
十
五
号
の
効
力
－
最
高
裁
判
所

判
決
に
対
す
る
一
異
見
ー
」
と
題
す
る
論
考
で
両
者
の
関
係
に
つ

い
て
懇
切
詳
細
な
言
及
を
な
し
、
本
章
に
お
い
て
藤
田
君
が
、
改
定

律
例
編
纂
の
端
緒
を
、
「
平
安
朝
の
為
政
者
が
、
弘
仁
、
貞
観
、
延

喜
の
三
代
格
式
を
編
纂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
格
式
の
重
畳
に
よ
り

生
じ
た
不
便
を
解
決
せ
ん
と
し
た
故
事
に
倣
え
る
も
の
」
と
指
摘
し

た
こ
と
か
ら
も
分
明
の
よ
う
に
、
綱
領
・
律
例
は
、
ま
さ
し
く
律
系

の
刑
法
典
で
あ
り
、
律
例
施
行
後
、
二
法
は
一
体
と
な
り
あ
い
補
い

つ
つ
明
治
一
四
年
二
一
月
三
一
日
ま
で
の
間
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
改

定
律
例
の
編
纂
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
な
く
、
黎
明
期
の
刑
法
典
へ

の
知
見
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
言
を
侯
た
ず
、
そ
う
し
た
意
味
で
、

本
章
は
、
前
三
章
に
連
続
す
る
明
治
初
期
刑
法
史
研
究
の
重
要
な
一

角
を
占
め
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
さ
て
藤
田
君
が
、
本
草

で
素
材
と
す
る
文
書
は
、
今
日
法
務
図
書
館
に
収
め
ら
れ
、
従
来
は

141



法学研究75巻6号（2002：6）

「
足
柄
裁
判
所
」
に
よ
っ
て
所
蔵
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
新
律
条
例
」

と
称
す
る
史
料
で
あ
る
。
本
章
に
お
い
て
藤
田
君
は
、
ま
ず
律
例
の

編
纂
経
緯
に
言
及
し
そ
の
各
段
階
に
お
い
て
順
次
草
案
が
作
成
さ
れ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
叙
上
諸
草
案
が
、
す
べ
て

「
新
律
条
例
」
の
名
を
冠
せ
ら
れ
て
い
た
事
実
に
立
脚
し
、
足
柄
裁

判
所
の
所
蔵
に
か
か
る
該
「
新
律
条
例
」
が
い
か
な
る
時
期
の
草
案

で
あ
っ
た
か
を
考
証
す
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
史
料
の
詳
細
か
つ
綿

密
な
分
析
の
結
果
、
そ
れ
が
、
明
治
四
年
春
に
開
始
さ
れ
た
改
定
律

例
編
纂
作
業
の
な
か
で
、
同
五
年
八
月
一
八
日
以
降
二
五
日
以
前
の

間
に
太
政
官
に
奏
進
さ
れ
た
「
第
一
次
草
案
」
（
以
後
本
報
告
書
で

は
こ
れ
を
も
っ
て
単
に
「
草
案
」
と
も
略
称
す
る
）
で
あ
る
と
推
断

し
、
さ
ら
に
正
確
に
は
そ
の
原
本
を
転
写
し
た
も
の
と
の
見
解
を
呈

す
る
。
次
い
で
藤
田
君
は
、
第
一
次
草
案
の
内
容
的
特
徴
を
論
ず
る
。

そ
こ
で
は
、
「
体
裁
」
・
「
法
定
刑
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
律
例
と
の

比
較
が
な
さ
れ
、
も
っ
て
草
案
に
は
、
律
例
に
み
ら
れ
な
い
条
文
の

不
整
合
・
不
統
一
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
両
者
の
法
定
刑
の
内
容
に

も
差
異
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
本
章
最
後
の
考
証
は
、
な
ぜ

第
一
次
草
案
た
る
「
新
律
条
例
」
の
転
写
本
が
、
足
柄
裁
判
所
に
も

た
ら
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
足

柄
裁
判
所
は
、
明
治
五
年
四
月
司
法
卿
に
就
任
し
た
江
藤
新
平
の
強

力
な
指
導
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た
司
法
改
革
の
な
か
で
、
そ
れ
ま
で

地
方
官
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
司
法
権
を
国
家
が
掌
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
司
法
省
隷
下
の
「
府
県
裁
判
所
」
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
江
藤
に
よ
り
明
治
五
年
八
月
制
定
の
、
わ
が
国
最

初
の
裁
判
所
構
成
法
と
も
い
う
べ
き
「
司
法
職
務
定
制
」
中
に
は
、

各
府
県
に
府
県
裁
判
所
を
設
置
し
司
法
省
よ
り
派
遣
さ
れ
た
裁
判
官

に
よ
る
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
る
旨
が
明
定
さ
れ
た
が
、
予
算
等
様
々

な
間
題
が
あ
り
、
そ
の
全
国
的
な
実
現
に
は
、
極
め
て
大
き
な
困
難

を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
辛
う
じ
て
明
治
五
年
八
月
、

太
政
官
は
、
足
柄
県
を
ふ
く
む
一
一
県
に
裁
判
所
の
創
設
を
決
定
し
、

足
柄
裁
判
所
は
数
少
な
い
府
県
裁
判
所
の
一
つ
と
し
て
活
動
を
開
始

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
藤
田
君
は
、
先
の

疑
問
に
つ
い
て
、
司
法
省
直
属
の
裁
判
官
と
し
て
足
柄
裁
判
所
に
在

勤
し
た
司
法
権
少
判
事
佐
久
間
長
敬
が
、
刑
事
裁
判
に
た
ず
さ
わ
る

際
、
か
の
第
一
次
草
案
を
手
元
に
置
く
こ
と
の
有
効
性
を
熟
知
し
、

赴
任
の
前
後
に
そ
れ
を
転
写
持
参
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
の
見
解
を
中

心
に
、
他
の
若
干
の
可
能
性
を
も
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
同
君
は
、
現

存
の
刑
事
裁
判
記
録
等
に
依
拠
し
、
修
正
・
追
加
を
く
り
返
す
新
律

綱
領
を
用
い
て
の
擬
律
に
お
い
て
、
時
々
の
現
行
法
の
よ
り
正
確
な

認
識
の
た
め
に
、
新
規
作
成
草
案
の
存
在
が
い
か
に
有
益
で
あ
っ
た

か
を
立
証
し
、
先
に
い
う
有
効
性
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
て
、

以
上
述
べ
た
こ
と
よ
り
本
章
の
注
目
す
べ
き
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
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足
柄
裁
判
所
所
蔵
史
料
の
「
解
題
」
と
し
て
の
意
義
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
途
次
に
お
い
て
、
改
定
律
例
の
編
纂
経
緯
を
草
案
作
成
と
い
う

視
点
か
ら
整
理
し
考
証
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
に

進
め
ら
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
た
、
府
県
裁
判
所
が
明
治
初
期
の
司
法

制
度
の
な
か
で
果
た
し
た
役
割
を
、
よ
り
多
角
的
に
再
考
察
す
る
た

め
の
端
緒
を
開
い
た
こ
と
、
の
三
点
に
集
約
さ
れ
よ
う
。

　
第
五
章
「
改
定
律
例
編
纂
者
考
」
は
、
表
題
の
と
お
り
、
律
例
が
、

い
か
な
る
機
関
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
人
々
の
手
を
経
て
編
纂
さ
れ

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
論
考
で
あ
る
。
ま
ず
機

関
に
つ
い
て
藤
田
君
は
、
沼
正
也
氏
の
著
作
「
明
法
寮
に
つ
い
て
の

再
論
」
に
依
拠
し
、
論
述
の
内
容
を
分
析
し
つ
つ
、
「
刑
部
省
」
・

「
司
法
省
申
律
課
」
・
「
明
法
寮
」
と
い
っ
た
部
署
を
挙
げ
そ
の
可
能

性
を
模
索
す
る
。
そ
し
て
、
上
掲
部
署
が
開
設
さ
れ
て
い
た
期
間
等

を
勘
考
、
明
治
四
年
九
月
司
法
省
中
に
設
け
ら
れ
た
明
法
寮
こ
そ
、

律
例
編
纂
担
当
部
署
に
ふ
さ
わ
し
い
と
の
結
論
を
呈
す
る
。
一
方
編

纂
者
に
関
し
同
君
は
、
こ
れ
ま
で
該
問
題
を
考
え
る
際
に
大
き
な
障

壁
と
な
っ
て
い
た
資
料
の
欠
如
を
補
う
べ
く
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵

「
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
」
を
は
じ
め
一
、
二
の
有
効
な
史
料
を
掲
げ
、

考
察
を
進
め
る
。
そ
の
結
果
、
律
例
の
編
纂
に
係
わ
る
者
と
し
て
明

法
寮
構
成
員
全
員
を
挙
げ
得
る
も
の
の
、
資
料
的
に
推
断
可
能
な
者

は
、
第
｝
次
草
案
段
階
で
は
、
編
纂
主
任
の
鶴
田
皓
の
み
、
再
校
草

案
以
後
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
の
疑
念
は
抱
き
つ
つ
も
編
纂
主
任

の
水
本
成
美
お
よ
び
編
纂
委
員
の
小
原
重
哉
・
村
岡
良
弼
・
横
山
尚

で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
本
章
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
改
定
律
例
編
纂
の
人
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
意
義
深
い
論
考
と
い
え
よ
う
。

　
第
六
章
「
『
公
文
録
』
所
載
「
新
律
条
例
」
考
－
改
定
律
例
の

再
校
草
案
と
覚
し
き
文
書
に
つ
い
て
ー
」
は
、
藤
田
君
の
発
見
に

か
か
る
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
に
所
収
の
「
新
律
条
例
」

（
以
後
本
報
告
書
で
は
こ
れ
を
も
っ
て
単
に
「
新
草
案
」
と
も
略
称

す
る
）
を
め
ぐ
る
考
察
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
定
律
例
編
纂
の
た

め
に
順
次
作
ら
れ
て
い
っ
た
草
案
が
、
「
新
律
条
例
」
の
名
の
も
と

に
総
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
同
君
が
先
の
第
四
章
に
指
摘

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
該
新
草

案
が
、
一
体
い
つ
の
時
期
の
草
案
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
藤
田
君
は
、
こ
れ
ま
で
の
編

纂
経
緯
の
研
究
を
通
じ
て
存
在
が
確
認
さ
れ
た
「
第
一
次
草
案
」

（
明
治
五
年
八
月
奏
進
）
・
「
再
校
草
案
」
（
明
治
五
年
一
〇
月
一
三
日

進
呈
）
・
「
改
正
浄
書
案
」
（
明
治
五
年
一
一
月
二
八
日
再
進
呈
）
・

「
最
終
案
」
（
明
治
六
年
三
月
九
日
以
降
）
の
四
草
案
を
挙
げ
、
新
草

案
の
内
容
の
検
討
お
よ
び
い
く
つ
か
の
傍
系
史
料
の
検
証
を
経
て
、

そ
れ
が
、
「
改
定
律
例
の
草
案
た
る
新
律
条
例
の
再
校
草
案
を
転
写
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し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
再
校
草
案
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
左
院
の
衆
議
を
経
て
、
太
政
官
か
ら
差
し
戻
さ
れ
、
そ
の

指
示
に
従
っ
て
、
司
法
省
が
修
正
・
追
加
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
」
と

の
結
論
を
導
き
出
す
。
さ
ら
に
藤
田
君
は
、
新
草
案
と
と
も
に
公
文

録
に
綴
じ
こ
ま
れ
た
文
書
「
新
律
改
正
重
件
書
抜
」
お
よ
び
「
本
律

改
正
概
略
」
の
全
文
を
復
刻
し
、
司
法
省
（
明
法
寮
）
が
い
か
な
る

方
針
で
「
新
律
条
例
」
編
纂
に
臨
ん
で
い
た
か
を
詳
ら
か
に
し
よ
う

と
試
み
る
。
上
掲
二
つ
の
文
書
は
、
藤
田
君
の
考
証
に
よ
り
「
再
校

草
案
と
と
も
に
、
太
政
官
に
進
呈
さ
れ
、
左
院
の
衆
議
を
経
て
、
司

法
省
に
差
し
戻
さ
れ
た
も
の
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
全
容

が
、
初
め
て
わ
れ
わ
れ
の
前
に
呈
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
時
期
は
限

定
さ
れ
る
も
の
の
「
改
定
律
例
」
編
纂
の
意
図
や
方
針
が
う
か
が
わ

れ
、
明
治
初
期
の
刑
法
史
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
と
い
え
よ
う
。

　
付
章
と
名
づ
け
ら
れ
た
最
終
章
は
、
「
府
県
裁
判
所
設
置
の
一
駒

－
足
柄
裁
判
所
の
場
合
1
」
と
題
す
る
論
考
で
あ
る
。
江
藤
新

平
の
主
唱
す
る
司
法
改
革
の
要
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
官
の
手
に
掌

握
さ
れ
て
い
た
聴
訟
・
断
獄
の
権
を
司
法
省
に
移
管
す
べ
く
「
府
県

裁
判
所
」
の
創
設
が
企
図
さ
れ
、
表
記
の
足
柄
裁
判
所
の
名
が
、
そ

の
初
期
の
設
置
リ
ス
ト
の
な
か
に
存
し
た
の
は
、
既
述
の
通
り
で
あ

る
。
同
裁
判
所
に
つ
い
て
、
藤
田
君
は
、
す
で
に
第
四
章
に
お
い
て

考
察
を
め
ぐ
ら
す
が
、
そ
れ
は
、
足
柄
裁
判
所
を
正
面
か
ら
扱
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
改
定
律
例
編
纂
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
途
上
で
の

言
及
に
止
ま
る
。
そ
し
て
本
章
は
、
同
君
が
、
府
県
裁
判
所
が
わ
が

国
司
法
制
度
史
上
に
担
っ
た
重
要
な
役
割
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
、

あ
ら
た
め
て
、
府
県
か
ら
府
県
裁
判
所
へ
司
法
に
係
わ
る
実
務
が
移

譲
さ
れ
る
に
至
る
経
緯
、
新
設
当
時
の
該
裁
判
所
の
実
態
を
、
多
く

の
史
料
を
駆
使
し
て
考
証
し
た
論
考
と
い
え
よ
う
。
藤
田
君
は
、
明

治
四
年
の
廃
藩
置
県
後
同
年
二
月
に
足
柄
県
が
設
置
さ
れ
た
時
点

よ
り
筆
を
起
こ
す
。
同
県
の
庁
舎
・
職
制
に
ふ
れ
る
中
で
、
本
庁
聴

訟
課
が
聴
訟
・
断
獄
の
両
司
法
事
務
を
兼
任
し
た
こ
と
、
実
際
に
同

課
の
手
に
よ
り
処
理
さ
れ
た
行
刑
対
象
者
数
、
さ
ら
に
同
課
の
構
成

メ
ン
バ
ー
等
を
詳
ら
か
に
し
、
次
い
で
、
主
題
と
も
言
う
べ
き
足
柄

裁
判
所
設
置
経
過
の
記
述
に
進
む
。
同
君
は
、
司
法
職
務
定
制
の
制

定
と
神
奈
川
裁
判
所
の
創
設
を
灰
聞
し
た
足
柄
県
が
、
司
法
省
に
対

し
自
ら
府
県
裁
判
所
の
設
置
を
申
し
出
る
が
、
そ
れ
と
は
全
く
別
に

時
を
同
じ
く
し
て
発
せ
ら
れ
た
太
政
官
達
に
よ
り
足
柄
裁
判
所
の
開

設
が
決
定
さ
れ
、
人
的
に
は
、
旧
幕
時
代
に
江
戸
町
奉
行
所
与
力
と

し
て
敏
腕
を
ふ
る
い
、
当
時
司
法
省
権
少
判
事
で
あ
っ
た
佐
久
間
長

敬
が
初
代
裁
判
所
長
に
任
じ
ら
れ
た
、
と
す
る
。
以
後
、
「
足
柄
裁

判
所
発
足
当
初
の
実
態
」
と
し
て
、
所
長
佐
久
問
長
敬
の
人
と
な
り
、

そ
の
下
僚
達
一
人
一
人
の
履
歴
が
、
可
能
な
限
り
の
史
料
を
集
積
し

て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ほ
ぽ
一
〇
頁
を
割
い
て
示
さ
れ
た
各
人
に
関
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す
る
「
註
」
の
内
容
は
、
人
物
調
査
が
い
か
に
徹
底
し
て
行
わ
れ
た

か
を
如
実
に
証
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
藤
田
君
は
、
今
日

に
残
さ
れ
た
聴
訟
・
断
獄
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
判
記
録
を
掲
げ
、
佐
久
問

所
長
の
も
と
足
柄
裁
判
所
の
裁
判
実
務
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
か

た
ち
で
執
行
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
し
、
佐
久
問
の
裁
判
官
と
し
て

の
意
識
が
、
「
町
奉
行
組
与
力
と
ほ
と
ん
ど
変
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ

た
」
と
の
考
え
を
呈
し
本
章
を
閉
じ
る
。

　
以
上
　
い
さ
さ
か
の
論
評
を
含
み
つ
つ
藤
田
君
の
博
士
請
求
論
文

全
章
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

今
回
の
博
士
請
求
論
文
が
、
明
治
初
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
律
系
刑
法

典
た
る
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
編
纂
過
程
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
大
目
的
の
も
と
で
著
さ
れ
た
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
手
塚

博
士
に
よ
り
、
詳
細
な
実
証
研
究
と
い
う
手
段
を
用
い
て
先
鞭
が
つ

け
ら
れ
た
明
治
初
期
刑
法
史
研
究
は
、
藤
田
君
の
今
回
提
出
さ
れ
た

七
章
に
わ
た
る
論
考
に
よ
り
、
ほ
ぼ
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
領
域
に
そ

の
身
を
置
い
た
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
な
お
、

同
君
の
論
考
を
あ
ら
た
め
て
読
み
進
む
な
か
で
一
、
二
感
じ
た
点
を

述
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
藤
田
君
の
飽
く
な
き
史
料
追
及
の
姿

勢
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
じ
分
野
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
る

者
に
、
時
と
し
て
畏
怖
の
念
を
抱
か
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
第
二
は
、
各
論
考
に
共
通
す
る
多
く
の

「
註
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
単

に
本
文
で
の
記
述
を
補
う
に
止
ま
ら
ず
、
同
君
の
深
い
学
識
に
支
え

ら
れ
た
含
蓄
あ
る
「
註
」
の
数
々
は
、
読
む
者
に
論
考
の
主
題
へ
の

理
解
を
超
え
て
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
確
信
す
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
審
査
員
一
同
は
、
藤
田
君
が
今
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、

論
考
の
中
で
示
し
た
問
題
提
起
を
含
め
明
治
初
期
の
「
法
」
そ
し
て

「
制
度
」
に
係
わ
る
手
堅
い
業
績
を
継
続
的
に
蓄
積
し
て
い
く
で
あ

ろ
う
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
勘
案
し
討
議
を
な
し
た
結

果
、
審
査
員
一
同
は
一
致
し
て
、
藤
田
弘
道
君
に
、
「
博
士
（
法
学
）

（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
」
を
授
与
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
の
結
論
に

い
た
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
二
年
七
月
二
二
日

主
査

副
査

副
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
名
誉
教
授

法
　
　
学
　
　
博
　
　
士

霞
　
　
信
彦

寺
崎
　
　
修

利
光
三
津
夫
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